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車のご利用

・千葉東金道路 大宮インターから約10分
・京葉道路 松ヶ丘インターから約25分
電車・路線バスのご利用
・ＪＲ外房線鎌取駅北口から千葉中央バス

のりば２「千葉リハビリセンター」行
約9分

・ＪＲ千葉駅東口から千葉中央バス

のりば２「千葉リハビリセンター」行
約40分（土曜・休日のみ）

ニュース
ちばりは

（センター⇔ＪＲ鎌取駅 循環運行）

①センター送迎バス発着場所について
鎌取駅発・・・鎌取駅北口ロータリー付近
（専用のバス停はございません）

センター発・・センター正面玄関前
②車椅子ご利用の乗車定員について

中型バス（黄色）・・・・２名

マイクロバス（水色）・・３名

③日曜・休日は運休となります。

④道路混雑等により遅延する場合があります。

無料送迎バスのご案内

センター案内図
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センター建替え場所決定

平成2６年８月１日改定

千葉県千葉リハビリテーションセンターの理念と基本方針 

  

「 誰 も が 街 で 暮 ら す た め に 」 
Everybody will be in own town 

－私たちは障害児・者の自立と社会参加に向けて良質な医療と福祉を提供します－ 

 

○ 利用者の意思と個性を尊重し、専門職の協働による包括的リハビリテーションを実践します。 

○ 日々の研鑽により自らの人間性と専門性の向上を図り、安全で質の高いサービスを約束します。 

○ 地域の各機関との連携を図り支援し、また研究・開発や専門職育成に努めます。 

JR鎌取駅北口発 千葉リハビリテーションセンター行き

時 平日 土曜日

８ １０ ３０ ５０ １０ ３０ ５０

９ １０ ３０ ５０ １０ ３０

１０ １０ ３０ ５０ ２０ ４０

１１ １０ ３０ ５０ ００ ２０ ４０

１２ １０ ３０ ５０ ４０

１３ １０ ３０ ５０

１４ １０ ３０ ５０

１５ １０ ３０ ５０

１６ １０ ３０ ５０

１７ １０ ４０

千葉リハビリテーションセンター発 JR鎌取駅北口行き

時 平日 土曜日

８ ０３ ２３ ４３ ０３ ２３ ４３

９ ０３ ２３ ４３ ０３ ２３

１０ ０３ ２３ ４３ １３ ３３ ５３

１１ ０３ ２３ ４３ １３ ３３

１２ ０３ ２３ ４３ ３３

１３ ０３ ２３ ４３

１４ ０３ ２３ ４３

１５ ０３ ２３ ４３

１６ ０３ ２３ ４３

１７ ０３ ３３

第1７回脊髄損傷リハビリテーション講習会開催の

お知らせ

２面につづく

第1回せき損リハケア講習会（ご報告）

日 時：11月９日（土）1３:00～1６:00

場 所：千葉リハビリテーションセンター大ホール

昨年開催した講習会の様子

講演・シンポジウム

「脊髄損傷者の就労」をテーマとして、今回は講演や

トークセッションの実施、各種情報交換コーナーを予

定しています。詳細は、今後千葉リハホームページに

てお知らせします。参加費は無料ですので、ぜひご参

加ください！

情報交換

・相談 当センターの再整備に当たっては、現地建替えと移転建替え（旧消防学校

跡地）の両面で調査検討が行われてきましたが、昨年度実施された基礎調査

の結果等を踏まえ、千葉県では現センター敷地を建設場所に決定しました。

（５月２４日報道発表）

選定理由は、隣接する袖ヶ浦特別支援学校との連携体制を維持することが

重要であること、旧消防学校跡地は進入路の整備による安全性の確保や渋滞

解消対策が必要で早期の整備着手が見込めないこと、現センター敷地に建て

替える場合にあってもセンターの運営を休止せずに、一部建設と一部解体を

繰り返すローリング方式による施設整備が可能であることなどです。

コンサルタントの基礎調査報告による今後

の工程（見込み）は、今年度に基本計画を策

定し、2020～2022年度に基本・実施設計を

行い、2023～2028年度に建設工事とされて

います。

今年度の基本計画では、利用者の皆様が利

用しやすく、より一層満足いただけるサービ

スを提供できるセンターとなれるよう様々な

提案をし検討しています。

現地建替えの方針が決定しましたのも、当セン

ターの利用者の皆様ならびにご家族様をはじめ、

県当局などの関係諸機関や地域社会のみなさまの

ご支援によるものが大きいと考えております。深

く感謝申し上げます。

当センターでは、重度の障害がある方に対し、

民間施設では対応が難しい高度な医学的リハビリ

テーションから福祉を利用した社会復帰に至るま

で、各ライフステージに沿った、包括的な総合リ

ハビリテーションを提供してまいりました。

今後も、役職員一同、時代の要請に柔軟に対応

しながら、より一層のサービス向上に努めるとと

もに、地域との連携を深め障害児・者を支えるた

めの施設運営に精進してまいりたいと存じますの

で、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願

い申し上げます。

今年度より、脊髄損傷に関する多職種向けの研

修会を開催しております。第１回は「頚髄損傷

不全四肢麻痺に対するリハビリテーション-高齢

者を中心に-」というテーマで6月29日に行いま

した。当日は６６名の方にご参加いただきまし

た。スタッフ一同、熱い思いを持って準備して

きましたので、感謝と同時に今後もより良い研

修会にしていきたいと思いました。

内容は医師・看護師・ソーシャルワーカー・理

学療法士・作業療法士からの基礎を中心とした

講義の後に、症例紹介・情報交換会・施設見学

会を行ないました。情報交換会では脊髄損傷者

への関わりについて活発な意見交換ができ、内

容についてもご好評を頂きました。

本研修会では脊髄損傷に関する知識を共有する

だけでなく、県内における脊髄損傷ネットワー

クの構築に繋げていきたいと考えています。来

年度以降も開催しますので是非ご参加下さい。

センター長 吉永勝訓

情報交換会
講義
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県民の皆様に千葉リハの様々な取り組みを知っていただくため、７月６日(土)に第１９回千葉県

千葉リハビリテーションセンター公開講座「動いて実感！感じて納得！リハビリテーション」を開

催しました。

吉永センター長による「リハビリテーションってなんだろう？」と脳神経内科の近藤医師による

「脳卒中の再発を防ぐ」の講演の他に、様々な展示・体験ブースや、日頃公開できる機会の少ない

リハビリテーション療法室、福祉用具展示

室の見学ツアーといった参加・体験型で実

施したところ、当日は小雨がちらつく中で

したが１９２名もの多くの皆様にご参加い

ただきました。ありがとうございました。

Ｃｈｉｂａ Ｒｅｈａｂｉｌｉｔａｔｉｏｎ Ｃｅｎｔｅｒちばりはニュース ２０１９．８ Ｃｈｉｂａ Ｒｅｈａｂｉｌｉｔａｔｉｏｎ Ｃｅｎｔｅｒちばりは ニ ュ ー ス ２ ０ １ ９ ． ８

第１９回千葉リハセンター公開講座を開催しました

講 演

顕微鏡を覗いてみよう

展示・体験ブース、見学ツアーの一例

体重免荷装置体験

疑似体験

片麻痺・高齢者

福祉用具展示室見学

ロボット体験

♪今年もセンター夏祭りを開催しました♪

千城台高校音楽部のみなさんによる合唱

参加者全員でつくる楽しいステージでした。

仮装大会参加チームが勢ぞろい！

扮しているのはどの職員か分かりますか？

8月23日（金）に、毎年恒例のセンター夏祭りを開催いたしました。

今回大ホールでは、千城台高校音楽部のみなさんによる合唱を披露して頂き

ました。会場に来ているみんなで一緒に歌うコーナーなどもあり参加者全員

で楽しめるステージとなりました。

盆踊りでは、太鼓の演奏に合わせて楽しい踊りの輪ができ、御神輿が大

ホール内に来た際には大盛り上がりとなりました。

そして最後は、センター職員による仮装大会。センター内の各部署から5チー

ムが工夫を凝らしたステージを披露し、満員で入りきれないほどの観客が詰

めかけた大ホールは笑いに包まれました。参加者の皆様による拍手の音の大

きさを測定し、優勝は「スタジオエブリ」で登場した相談支援科と通園科の

皆さんでした！大ホールの外では、たい焼きやアイスなどの食べ物の模擬店

や、ゲームコーナーなども実施し、参加者の皆様が楽しむ姿が見られました。

通園「えぶり」「えぶりキッズ」「えぶりクラブ」の取り組み紹介

仲間と共に潤いのある生活を送れるよう、健康管理と共に、様々な日中活動を提供しています。ス

ヌーズレン、音楽活動、外気浴、ゲーム、栽培、調理など、年齢にふさわしく、その人らしい生活が送

れるよう、工夫を凝らしています。

放課後に個々の体調、好みに応じた活動を行っ

ています。リラクゼーションやスイッチ活動、

読み聞かせ、仲間と一緒に体を動かす時間もあ

ります。

放課後等デイサービス

「えぶりクラブ」

＜月～金曜日 14：30～16：45
定員5名＞

特別支援学校在学中の方。

袖ヶ浦特別支援学校に徒歩でお迎え。

お友達と一緒に沢山

の遊び体験を積んで、

パワーアップするお

子様達。そばにいる

お母様達のパワーも

グングン上昇してい

ます。

医療型児童発達支援・児童発達支援

「えぶりキッズ」
＜月～金曜日 10：00～14：00＞
未就学児親子通園。多彩なイベントの他

各グループの状況により、

親子分離の時間設定あり。

優勝した「スタジオエブリ」

チーム

2012年（平成24年）4月千葉リハに児童発達支援センターが開設。通園「えぶり」「えぶりキッ

ズ」がスタートしました。それから4年後の2016年8月、放課後等デイサービス「えぶりクラブ」が始

まり、この夏で3年がたちました。「どんなに障害が重くても、医療的ケアが濃厚でも、当たり前の療育

を提供したい」を合言葉に、通園を利用される皆様、ご家族の方々に支えられながら各事業を進める事

が出来ています。

開設時、契約された方は

19名でした。

現在は77名と増えている
状況です。

各事業の成長を支えられるように、時代に合った支援の充実を目
指し、スタッフ一同努力していきたいと思います。

生活介護「えぶり」

＜月～金曜日 9：30～16：00 定員6名＞
特別支援学校を卒業した成人の方が対象。送迎な

し。
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鎌取駅発・・・鎌取駅北口ロータリー付近
（専用のバス停はございません）

センター発・・センター正面玄関前
②車椅子ご利用の乗車定員について

中型バス（黄色）・・・・２名

マイクロバス（水色）・・３名

③日曜・休日は運休となります。

④道路混雑等により遅延する場合があります。

無料送迎バスのご案内

センター案内図

Ｃｈｉｂａ Ｒｅｈａｂｉｌｉｔａｔｉｏｎ Ｃｅｎｔｅｒ Ｃｈｉｂａ Ｒｅｈａｂｉｌｉｔａｔｉｏｎ Ｃｅｎｔｅｒ

Ｃｈｉｂａ Ｒｅｈａｂｉｌｉｔａｔｉｏｎ Ｃｅｎｔｅｒちばりはニュース ２０１９．８

センター建替え場所決定

平成2６年８月１日改定

千葉県千葉リハビリテーションセンターの理念と基本方針 

  

「 誰 も が 街 で 暮 ら す た め に 」 
Everybody will be in own town 

－私たちは障害児・者の自立と社会参加に向けて良質な医療と福祉を提供します－ 

 

○ 利用者の意思と個性を尊重し、専門職の協働による包括的リハビリテーションを実践します。 

○ 日々の研鑽により自らの人間性と専門性の向上を図り、安全で質の高いサービスを約束します。 

○ 地域の各機関との連携を図り支援し、また研究・開発や専門職育成に努めます。 

JR鎌取駅北口発 千葉リハビリテーションセンター行き

時 平日 土曜日

８ １０ ３０ ５０ １０ ３０ ５０

９ １０ ３０ ５０ １０ ３０

１０ １０ ３０ ５０ ２０ ４０

１１ １０ ３０ ５０ ００ ２０ ４０

１２ １０ ３０ ５０ ４０

１３ １０ ３０ ５０

１４ １０ ３０ ５０

１５ １０ ３０ ５０

１６ １０ ３０ ５０

１７ １０ ４０

千葉リハビリテーションセンター発 JR鎌取駅北口行き

時 平日 土曜日

８ ０３ ２３ ４３ ０３ ２３ ４３

９ ０３ ２３ ４３ ０３ ２３

１０ ０３ ２３ ４３ １３ ３３ ５３

１１ ０３ ２３ ４３ １３ ３３

１２ ０３ ２３ ４３ ３３

１３ ０３ ２３ ４３

１４ ０３ ２３ ４３

１５ ０３ ２３ ４３

１６ ０３ ２３ ４３

１７ ０３ ３３

第1７回脊髄損傷リハビリテーション講習会開催の

お知らせ

２面につづく

第1回せき損リハケア講習会（ご報告）

日 時：11月９日（土）1３:00～1６:00

場 所：千葉リハビリテーションセンター大ホール

昨年開催した講習会の様子

講演・シンポジウム

「脊髄損傷者の就労」をテーマとして、今回は講演や

トークセッションの実施、各種情報交換コーナーを予

定しています。詳細は、今後千葉リハホームページに

てお知らせします。参加費は無料ですので、ぜひご参

加ください！

情報交換

・相談 当センターの再整備に当たっては、現地建替えと移転建替え（旧消防学校

跡地）の両面で調査検討が行われてきましたが、昨年度実施された基礎調査

の結果等を踏まえ、千葉県では現センター敷地を建設場所に決定しました。

（５月２４日報道発表）

選定理由は、隣接する袖ヶ浦特別支援学校との連携体制を維持することが

重要であること、旧消防学校跡地は進入路の整備による安全性の確保や渋滞

解消対策が必要で早期の整備着手が見込めないこと、現センター敷地に建て

替える場合にあってもセンターの運営を休止せずに、一部建設と一部解体を

繰り返すローリング方式による施設整備が可能であることなどです。

コンサルタントの基礎調査報告による今後

の工程（見込み）は、今年度に基本計画を策

定し、2020～2022年度に基本・実施設計を

行い、2023～2028年度に建設工事とされて

います。

今年度の基本計画では、利用者の皆様が利

用しやすく、より一層満足いただけるサービ

スを提供できるセンターとなれるよう様々な

提案をし検討しています。

現地建替えの方針が決定しましたのも、当セン

ターの利用者の皆様ならびにご家族様をはじめ、

県当局などの関係諸機関や地域社会のみなさまの

ご支援によるものが大きいと考えております。深

く感謝申し上げます。

当センターでは、重度の障害がある方に対し、

民間施設では対応が難しい高度な医学的リハビリ

テーションから福祉を利用した社会復帰に至るま

で、各ライフステージに沿った、包括的な総合リ

ハビリテーションを提供してまいりました。

今後も、役職員一同、時代の要請に柔軟に対応

しながら、より一層のサービス向上に努めるとと

もに、地域との連携を深め障害児・者を支えるた

めの施設運営に精進してまいりたいと存じますの

で、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願

い申し上げます。

今年度より、脊髄損傷に関する多職種向けの研

修会を開催しております。第１回は「頚髄損傷

不全四肢麻痺に対するリハビリテーション-高齢

者を中心に-」というテーマで6月29日に行いま

した。当日は６６名の方にご参加いただきまし

た。スタッフ一同、熱い思いを持って準備して

きましたので、感謝と同時に今後もより良い研

修会にしていきたいと思いました。

内容は医師・看護師・ソーシャルワーカー・理

学療法士・作業療法士からの基礎を中心とした

講義の後に、症例紹介・情報交換会・施設見学

会を行ないました。情報交換会では脊髄損傷者

への関わりについて活発な意見交換ができ、内

容についてもご好評を頂きました。

本研修会では脊髄損傷に関する知識を共有する

だけでなく、県内における脊髄損傷ネットワー

クの構築に繋げていきたいと考えています。来

年度以降も開催しますので是非ご参加下さい。

センター長 吉永勝訓

情報交換会
講義
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